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論 文 内 容 の 要 旨

古 ウパニ シャッ ドの一つ である 『ブ リハ ッ ド・アーラニ ャカ ・ウパニ シャッ ド』(前6世 紀 頃)は 、輪

廻 と業、個人主体 の存在 を巡 る教説 な どをその中に含 み、後 のイン ド思想展開の基礎 を築 いた。仏教や

ジャイナ教な どの 「新思想」 は、 ここに確 立 された思想 を受 け継 ぎつつ、 それを超克 しようとした もの

とも見な しうる。

1.研 究史について

『ブ リハ ッ ド ・アー ラニ ャカ ・ウパニシ ャッ ド(聴had互ra阜yaka-Upanおad)』(以 下BAUと 略記)に

つ いては、 これ まで多 くの翻訳や研 究がな されて きた。 しか し、従来の諸研究 には多 くの問題が あ り、

テキス ト、翻 訳、内容解釈 の全て の点で、今 日改めて検討す る必要が ある。

伝承 にはM互dhyandina派(M派)とK:帥va派(K派)の 二つ が存在 する(以 降BAU-M、BAU-Kと 略

記)。 これ ら二伝承 の中、一般 に流布 して いるの は後8世 紀頃の シャンカ ラが注釈 をつけたBAU-Kで あ

る。 シャンカ ラはアクセ ン ト表記のない複数 の写本 を用 いて いた こ とが立証 されているが、 この流 布本

が現代 にいた るまで伝統 的に用 い られて きた。研究 もこれ に基づ くものが殆 どであ る。 しか し、 ヴェー

ダ語文献の解釈 がア クセ ン トによって一義的に確定 された り、改 め られた りす ることは、研究史上 しば

しば経験 されて きた ところであ る。ヴ ェー ダ語で著 されたBAUの 読解 にあた って は、 アクセ ン トを考

慮す る ことが不 可欠で ある。BAU-Kも ア クセ ン ト表 記 を伴 ったテキス トに基づ いて の研究 が課題 と し

て残 され てい る。 さ らにM派 とK派 の伝承 は、語彙や構成 において相違 を見せ るため、M派 の伝承 を併

せ用 いたBAUの 研究が必要 とされ る。
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ウパニシャ ッ ドは、祭式に関す る解釈、思弁 を主内容 とす るブラー フマナ文献 の展開 を受 け継 ぐ形 で

成立 した ものである。祭式の役割 は後退 し、 よ り抽象的、普遍 的問題が考察 の主対象 となってい る とは

いえ、ウパ ニシャッ ドの母胎 とな り、 これ に材料を提供 したブラー フマナ文献 の精査 な しには理解 でき

ない点が多 い。 ウパニシ ャッ ド文献 の中で も特 に成立 の早 いBAU、 とりわ け1-II巻 には、この ことが

特 に当てはま る。 これ までの研究、解釈 には、 そう した文献成立 の背景 に対す る考慮が十分ではなかっ

た。 また、文献成立後1000年 以上後 の、 シャンカ ラをは じめ とするヴェーダー ンタ諸学派の学匠 による

哲学 的解釈が、原典理解 に直接持 ち込 まれ るこ ともしぼ しば行 われた。

こうした これ までの研 究状況 に対 し、近年 ウパニシ ャッ ド文献 について、 それが ブラー フマナの祭式

思弁 を受 け継 ぎつつ発展 させ た もので ある という歴史的過程 を重視 し、 その成立 の具体的展開を明 らか

にす る研究 が発表 され るよ うになった。Taittirlya-Upani鱒dIIl-6及 びMait廠ya垣ya-Upani開d

VI33に 見 られ る教説 が、アグニチ ャヤナ祭(大 規模火壇構 築祭)を 巡 る神学 的解釈、思弁 を下敷 きとし

てい ることを指摘 した井狩弥介 「アグニチ ャヤナ祭式 と古 ウパニシ ャッ ド」(1975)は 、その嗜矢 とい うノ
べ き もので あ る。 また 、後 藤 敏 文"ZurLehreS的4ilyas-ZwischenB噸hm即aundUpani興d一"

ノ

(1996[1997],邦 文 先 行 論 文 「S百想ilyaの 教 説 再 考 一B廠hma阜aとUpani卵dと の間 一 」1996)は 、従 来 、ノ
「梵 我一如 」 を説 くもの として、本質 的 な相 違 を持 たな い とみ な されて きたSatapatha-Br頁hma阜a

(M百dhyandina派)X6,3及 びCh互ndogya-Upani$adIHl4に 見 られ る 「シャー ンデ ィリヤの教説」に

ついて、前 者 は実際 の アグニ チ ャヤナ祭 を巡 る神 学的意義 付 け、解釈 で あ り、後 者 はそれ を利用 して

アー トマン とブラフマ ンに関す る教説へ と改変 した ものであるこ とを示 し、両者 の差異 を明 らか にす る

と共 に、 ブラー フマナか らウパニ シャッ ドへの発展 の具体例 を提示 してい る。 ウパニ シャッ ドを、抽象

的 ・観念的 レベル において読 むので はな く、 その成立背景 の一つで ある具体 的な祭式行為 との関連 か ら

読 み解 く試み として、藤井正人 による、初期 ウパニ シャッ ドの一つJaiminlya-Upani$ad・B噸hma孕aを

め ぐる一連 の研 究が挙 げ られ る。更 に、 ウパニシ ャッ ドをヴェーダ語 その ものか ら読み解 き、従来行 わ

れて きた、後 世の注釈家 の解釈等 に影響 された諸研究 の誤 りを指摘 し、その内容 を明 らか にした後藤敏

文 「Ch互ndogya-Upani開dlVI-3「Pautr互ya阜aとRaikva」 」(1994);"ZurGeschichtevomKd-

nigJ互na6rutiPaut廠ya阜a(Ch互ndogya-Upani興dIVl-3)"(1996)は 、 ウパ ニシ ャ ッ ド研 究 に

おいて従来軽視 されて きた言語面か らの理解の重要性 を示 した もの として、画期的意義 を持つ。

また、 ウパ ニシ ャ ッ ド文献 の前 提 とな るブラー フマ ナに関 して も近年 目覚 しい研 究 の進展 が見 られ

る。思想史上では、後 のカルマ(「 業」)説 につなが る、i争垣 画rta(祭 式 と布施の効力)の 概念 を巡 り、

サンヒターか らブラーフマナにいた るまでの、その具体的展 開 と概念 内容 とを明 らかに した阪本(後 藤)

純子 「i串垣 一画rta・ 「祭式 と布施 の効 力」と来世」(1996);"DasJenseitsund嬉 σ「餌 磁 一`dieWirkung

desGeopferten-und-Geschenken'indervedischenReligiorL"(2000)は 重要な意義を持 つ。伏見誠

「祭祀 において作 られ る就man」(1995)は 、祭式の行作 を通 じて来世 の自己(ア ー トマ ン)を 作 り上

げる という、 ウパ ニシ ャッ ドにお ける個 人存在 の主体 を巡 る思弁の、一つの前提 をなす思想 を、具体 的

なテキス ト箇所 を挙 げ、呈示 した。 また、BAU、Ch互ndogya-Upani串adの 「五火二道説」 として最終 的

にま とめられ るに至 る、輪廻 に関わ る教説 は、思想史上の重要性 によって古 くか ら研 究者 の注 目を集 め

て きた が、 その 中核 を成 す 「五 火 説」成 立 の経 緯 につ いて、阪本(後 藤)純 子 の一連 の研 究"Zur

EntstehungderFUnfFeuer・LehredesK:OnigsJanaka"(1998);``ん α飾∂勿一んα動α〃2㎎ π魏o'勉卯 ブz漉z4云宛α

一JanakasTrickfrageinSBXI6 ,2,1一"(2000)は 、その ブラー フマナにおける発展 過程 を具体 的に

跡付 けてい る。 「二道説」につ いて は、BODEWITZに ょるJaiminlya-B癒hma胆 の翻訳研究 に より、その

具体 内容が一層近づ きやす いもの となった。
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2.本 論文における研究方法

本論文の提 出者 は、以上概観 した研究史 の問題点 を踏 まえる と共に、近年 のウパニ シャッ ド、 ブラー

フマナの諸研 究の成果 を活か して、BAUの 内容の精 密な検証 を 目指 して いる。本論文 では、全六巻か ら

なるBAUの 第1巻 に対象 を絞 り、 テキス ト校訂、翻訳 、分析 と解釈研究 の三点 について作業 を行 った。

2-1.テ キス ト校訂

BAU-Mは 、現行で は独立の刊本 は存在せず、それが含 まれ るM互dhyandina派Satapatha-B癒hm町a

(以下SB-Mと 略記)の 諸 刊本 に収 め られてい る ものが用 い られ てい る。唯一の例外 として、BOHTHNGK

に よる刊本 が あ るが、これ は基 本 的 にWEBER校 訂 のSB-Mを 底本 とした もので あ り、BOHTLINGK自 身

の、やや もす ると恣意的 な読みやア クセン トの修 正がな されてお り、厳密 な意味での校訂本 とは言 い難

い。一方、BAU-Kに は、シ ャンカラ注 を伴 った もの を含 め多 くの刊本が存在す る。 これ らの刊本 には、

全て アクセ ン ト表記 が伝承 されて いない。 アクセ ン ト表記 を伴 うBAU-Kの 刊本 は、複 数の写本 に基づ

いて、1976年 にMAUEに よ り第1巻 部分 の校訂 本が 出版 され、更 に これ に続 く形 で、1992年 にP亘REZ

COFFIEに よ り第II巻 が出版 された。

こうした事情か ら、本論文 においてはBAUM第1巻 につ いて、現在刊行 されてい るSB-Mの 諸刊本 を

照合 し、適切かっ妥当 な読みを確定 した。各刊本の読みの相違 は、全 て これ を脚注 に収録 した。更 に、

MAUEに よるBAU-K第1巻 の校訂エデ ィシ ョンに基づ き、K派 の読 みを併せて検討 し、両派 の伝承 を対

照 でき るよ う呈示 した。

2-2.翻 訳

BAUに は、部分訳 をも含め、数多 くの翻 訳が存在 す る。先ずBAU-Mの 全訳 として は、BOHTLINGKIに

よるものがあ る。ただ し、 これは彼 自身の手 になるBAU-Mの 校訂本 に基 づ くものであ り、その校 訂 自

体 に問題 が あ るため、必ず しも信頼 で きる翻訳 とは言いが たい。 また今 日のVeda学 の水準 か ら訂正 が

必要 とされ る箇所 も少な くない。一方、BAU-Kの 翻訳 は極 めて多 いが、いずれ もア クセン ト表記 を欠い

た伝統的流布本 に基づ くもので ある。

本論文で は、上述の作業か ら得 られた校 訂テキス トに基づ き翻訳 を行 った。翻訳 には、 内容の理解 を

助 けるた め、多面的な訳注 を付 した。 内容理解のための補足 的説明 に止 ま らず、文法、 シンタ ックス に

関す る事項、当時の文化 ・生活 ・習俗 に関わ る点な どに亘 って、 これ までの ヴェーダ研究 の諸成果 にも

言及 しつつ注解 を した。 また、必要 に応 じ、 ブラー フマナや ウパニシ ャッ ド、その他 の文献か ら、内容

上関連す る箇所 を引用 し、論 じ られてい る問題 の背景や、並行箇所が明確 にな るよ う努 めた。

2-3.内 容の分析 と研究

上記の翻 訳 によって得 られた理解 を基 に、あるい はそれ との相互 関係 の中で、第1巻 の各章 について分

析、検討 を行った。 その際、先ず各章のシ ノプシスを提示 し、 内容の梗概 を記 した。 さらに、各章 の中

心 テーマ について、それがいか なる論理、背景 の下 に示 されて いるか を論 じた。 それ ぞれの章の主題 の

分析か ら、BAUの 第1巻 は、その他 の巻 に比 して成立が早 く、いまだ祭式思弁 の要素 を濃厚 に残す箇所

で ある と結論 され る。 そのた め、先行す る資料 をブ ラーフマナ を中心 に提示 し、 ブラー フマナか らウパ

ニシ ャッ ドへの歴史 的、思想史的発展 の観 点を重視 し、考察 を行った。
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3.BAU第1巻 の内容 につ いて

本研究 を通 じて明 らか とな ったBAU第1巻 の各章 の内容 を、従来指摘 されて こなかった点を中心 に、

以下 に記す。なお、M派 とK派 との問には、第1巻 に含 まれ る章の数 に違 いが ある。その為、以下の見 出

しには、 それぞれの派 における章番号 を併記 した。

(1)SB-MX6,4,1^一BAU-KI1

本章(以 下、BAUIlと 略 記)で は、アシュヴ ァメーダ祭で犠牲 とされ る馬 について、その頭を始 め

とす る各身体部位 が曙や太陽 な どの 自然界 の諸事物 と等置 され、馬 の海か らの出生 な どが述べ られ る。

この章 には、従来、単 に 「犠牲 とな る馬 を宇宙 の諸事象 と対応 させ、 その偉大 さを称 えてい る」 といっ

た表層的な解釈が与 え られてきた。 しか し、本章 は、BAUに 先行す るブ ラー フマナ文献Taittirlya-Sa血 一

hi悔(TS)VH5,25と 、構成 ・内容か ら、用 い られてい る語旬 に至 るまで殆 ど一致 し、本章がTSを 基 に

作成 された こ とは明 らかで ある。TSの 同箇所 は、 アシュヴ ァメーダ祭の神 学的解 釈 を意図 した もので

あ り、実際の祭式の次第 に沿 って叙述 が行 われ ているこ とが、詳細 な検討か ら明 らか となった。

TSの 主眼 は、祭式 に用 い られ る馬 に関す る知識が祭式 の効 果 に必須で ある ことを説 く点 にあ る。そ

れ と比較 した場合、BAUI1で は(1)馬 に関す る知識 の効果 が説 かれていない こと、(2)馬 と太 陽 との

等置がTSに 比 して一層明瞭 に打 ち出 され てい ること、 の二点が特色 として挙 げ られ る。BAUIlと こ

れ に続 く12と の関係 は従来看過 されてきたが、 この(2)太 陽 との等置の強調 は、両者の問の緊密 な連

関 を示唆す る。即 ちBAUIlは 、祭式 に用 い られ る馬 を太陽 と等置 す ることによ り、次章 に説かれ るア

シュヴァメーダ祭 を巡 る神学議論 の一 つの前提 をな してい るもの と考 えられ る。

(2)SB-MX6,5～BAU-KI2

本章(以 下、BAUI2と 略記)は 、擬人化 された 「死」が太初 において馬 を犠牲 に した というアシ ュ

ヴァメー ダ祭の一種 の起源謂 を説 き、それを枠組み として、アシュヴ ァメーダ祭に よる再死 の克服 を、

祭式 の行作の神学 的解釈 によ り根 拠付 けてい る。本章 に現れ るαz肋一とい う語 は、従来、単に 「祭火」を

意味す るとされ てきたが、筆者 は、 この語が アグニチ ャヤナ祭 において築かれ る火壇 を指 し示す ことを

明 らか にし、本章が アグニチ ャヤナ祭 の祭式解釈 を背景に成 立 して いるこ とを明 らか に した。

BAUI2は 、火壇 の構 築か ら馬 の犠牲 に至 るアシ ュヴァメーダ祭 の実 際の流 れ を軸 として構成 され

て いる。 この火壇 と馬 とを、 それぞれ、祭火及 び太陽 と等置 す ることを通 じて、アシュヴァメーダ祭を

行 うことによる再死 の克服が根拠 付 けられている。
　 ノ

BAUIl及 び12は 、共 にM派 で は、 アグニチ ャヤナ祭を巡 る神学議論 を集 めたSB・M第X巻 「アグ

ニラハ スヤ(ア グニ チャヤナ祭 の秘儀)」 の末尾 を占めてい るが、従来 その ことは殆 ど顧慮 されて こな

か った。筆者 は 「アグニラハスヤ」 に含 まれ る他章 との間に、用 い られ る語彙や論理 の点で類似性 、共

通性があ ることを指摘 し、 これ ら二章 が、本来 「アグニ ラハ スヤ」 に含 まれていた ことを結論付 けた。

BAU第1巻 部分 は、先 にM派 で成 立 し、BAU-Kは 、これ ら二章 を付 け加 える形 で 自派 のウパニシ ャッ ド

に編集 し直 した もの と推測 され る。

(3)BAU-MI1^一BAU-KI3

本章(以 下BAUI3と 略記)は 、アスラた ち と争い合 って いた神々が、視覚機能 を始 め とす る生体諸

機能 をUd餌tar祭 官 として用い、udgltha(ソ ーマ祭 において朗詠 される歌詠の中核部分であ り、Ud願tar

祭官が独唱す る)を 歌 わせ るこ とに よって勝利 を得 よう とす る、 とい うブラー フマナ以来 しば しば用い
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られ る 「神々 とアス ラたち との争 い」をモ チー フ として構成 されてい る。BAUI3の 主題の一っ は、生

体諸機能 にお ける気息(ρ7π磁 一)の 優位性 を述べ る ことにある。視覚機能等 の諸機能が ことご とく失敗

したの に対 し、 口の中に存在す る気息が最後 にUdg翫ar祭 官 とな ってアス ラ達 を滅 ぼす ことに成 功 した

とい う因縁 謂 によって、気息の優位性 を根拠付 けて いる。

BAUI3は 、ほぼ同時期 に成立 した と考 え られ る、Jaiminlya-Upani$ad-B廠hma孕a(JUB)と

Ch百ndogya-Upani開d(ChU)に 並行箇所 を有 し、また それがJUBを 基 に作 られた と考 えられ るこ とは、

既 に先行す る諸研究 において指摘 されてい る。本稿で は、JUB,ChUの 並行箇所 を訳出 し、BAUI3と

比較 考察 を行 い、 以下 の点 を指摘 した:

(1)BAUI3は 、基 となった と考 え られ るJUBと 概 ね内容が一致 す るが、その部分 を核 として、更 に

JUBに はない、旋律 に関す る考察や、不死 の獲得 のた めに行 うべ き具体 的祭式行為 の規定 などを述べ

る点 に特色 を持 つ。

(2)ChUはJUBよ りはむ しろBAUに 内容が近 く、BAUを 基 に して い る可能性が考え られ る。

また、BAUI3で は、不死の獲得のために、あ る詩節 を低 唱す ることが規定 され る。 これは、実 際の

ソーマ祭 において行 われ る、天界 上昇 を目的 とす るマ ン トラの低 唱 に倣 って作 られた もので ある こと

は、既 に先行研究 によって指摘 されて いる。本稿で は、BAUI3に おける、気 息を巡 る様々 な思弁が、

この不死 を目的 とす る詩 節の低唱 の効力 を根拠 付 ける もの とな って いる ことを指摘 した。更 に、BAU

I3と その並行箇所 において、食物 を摂取す ることが気息の機 能 とされているが、 この考 えが ブラー フ

マナに既 に見 られ る こと、気 息 とUdg乱ar祭 官 との結び付 きの背景 には、Udg酷ar祭 官の職能を巡 るブ

ラー フマナ文献 の議論が あることを指摘 した。

(4)BAU-MI2^一BAU-KI4

本章(以 下、BAUI4と 略記)は 、アー トマ ン/ブ ラフマ ンか ら世界 の諸事物や四階級 が創 出 された

とする、世界の創出諏 を枠組 みに構成 されて いる。

筆者 は、BAUI4に 見 られ る世界創 出の描写が、孕gvedaX90「Puru$a・ 諏kta」 に倣 った もので あ

る可能性 を指摘 した。本 章は 「太初 において、他 な らぬアー トマ ンが、 この(地 上)を 支配 していた、

人 の様態 を とって(ρ 伽 卿 轍 α一)」と始 め られ る。 ここには、アー トマンが、Puru争a-s豆ktaに 説 かれる

Purusaに 他 な らない とす る解 釈の存在 が推測 され る。 これ は、当時、Purusa一 甑ktaを 巡 って行 われ た

であ ろ う、祭官学者 た ちの議論展 開の一っ を反 映 した もの と考 え られ る。 また、 この、 アー トマ ンが

Purusaの 様態 を取 って いる とい う表現 は、個人存在 の主体 としてPurusaが 人間の体 内に存 す るとい う、

既 に成立 していた観念 を念頭 に置 いてい る。

また、本章 には一種 の 「業(々 吻r〃z〃z一)」の説が見 られ るこ とを指摘 した。 ここでは、 「業」 は、来世

の生 を成 立 させ る要素 と捉 え られてい る と考 えられ る。 これ は、次生 の在 り方 を決定付 け るもの として

の従来 のi帥互一pUrtaの 説 を継承、発展 させ た ものであ り、Y夏jhavalkyaの 説 く定式化 され た 「業」説へ

の過渡的段階 にあ るもの と見 る ことがで きる。

本章で はさらに、 ブラフマンが説かれ、それか ら世界 が生 じた世界原因で ある とされてい る。 ブラフ

マンを明瞭 に世界原因 として説 くのは、恐 らく、BAUI4が 始 めであ ると思われ る。 また、 「ブラフマ

ンにつ いての知識 を巡 る議論が導 入 され、それ を 「自分 自身をブ ラフマンで ある と知 ること」 とす る。

本章で は、 アー トマ ンに よる世界創出 と並行 して、 ブ ラフマンによる世界創 出が語 られ る。従来、 これ

はアー トマ ンとブラフマ ンとに関す る教説 を別個 に説 いた もの と解 されてお り、あ るいは、 テキス トの

成立 に複数 の層 を想定す る研究者 もい る。筆者 は、 ブラフマンによる創出の叙述 中に もアー トマ ンが主
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語 となってい ると判断 され る箇所 があ ることを指摘 した。即 ち、本章で はブラフマンを、創出時におけ

るアー トマ ンの一側面 と捉 えてい る可能性が ある。 この点 と、上述 した 「ブラフマンについての知識」

の内容 とを考 え合 わせ るな らば、本章 は 「梵我一如」の思想 を基盤 に してい ると結論づ けることが出来 る。

(5)BAU-MI3^一BAU-KI5

本章(以 下、BAUI5と 略記)は 、全体 として、呼吸機能 を中心 テーマ として互 いに緩い連 関を持 っ

て結びっ く、五つ の独立 した部分 か ら構成 され る。BAUI5で は、呼吸機能 に、孕gvedaのPuru串a-sUkta

以来、一般 に対応 させ られ る 「風」 ではな く 「月」が対応 させ られてい る。更 に、呼吸機 能 その ものが

月 として表象 され、 月が空 に見 られない朔 の夜 には地上の生物 の中に宿 ってい るもの とされ る。 この呼

吸機能 と月 との関連付 けは、 ブラー フマナに見 られ る新月満 月祭 を巡 る神学議論、食物の循環に関す る

思弁、「食物の摂取主体 として の呼吸機 能」とい う観念 な どの複数 の要素の総合 の上 に形成 されてい るこ

とを、具体 的箇所 を挙 げて指摘 した。

また、BAUI5に は、死後 におけ る生 の存 続が問題 とされ、父親が臨終時に行 うべ き一種の儀 式が説

かれ る。父親 は、死後、呼吸機能 を始 め とする生体諸機能 を伴 って息子 に入 り込 み、地上での生を継続

す る。同時に、「神々 に属 す る、不死の」生体諸機能が父親 に入 り込 み、天界 において神 としての生を得

る とされ る。 この点 につ いて、 同様 の思想 を説 くJaiminlya-B画hma耳aに お ける祭式解釈 との比較 を

行 い、祭式が もはや来世 を獲得 す るための条件 とされず、それに代 わって知識 が重視 されて いることを

指摘 した。

BAUI5で は、個 人存在 の主体で あるアー トマ ンは、呼吸機能、言語機能、思考器官か ら成 るとされ、

中で も呼吸機能が 中核的な役割 を担 うもの と考 え られてい る。 この呼吸機能に対 して付 され る 「動揺せ

ず、 したがって破損 しない」 とい う形容 につ いて、BAU・Kに 見 られ るY百海avalkyaの アー トマ ンの形

容 との類似性 に着 目し、本章 に見 られ る、個人存在の主体 の中核 を呼吸機能 とす る考 えは、後のアー ト

マ ン説 が確立 す る前 の、過 渡的段 階を示 す と結論づ けた。

(6)BAU-MI4～BAU-KI6に つ いて

本章(以 下、BAUI6と 略記)は 、わずか三節か らなる短 い章で あ り、これ まで殆 ど研究がな されて

いない。本章 は、世界 を 「名称」、 「形態」、 「行為」の三つの要素か ら構 成 されている もの と説 く。筆者

は、「行為」を世界 の構成要素の一 つに挙 げて いる点 に本章 の特色 があるこ とを指摘 した。本章 にお ける

「行為(肋 槻 α%一)」が、既 に後 の 「業」説 にお ける と同様 の意味 を有す るか どうか は確定で きないが、

いずれ にせ よ、「行為 」が当時の学者 間の議論 にお ける、一つの重要 な主題 とされていたで あろ うこ とを

伺わせ る。

BAUI6は 、個人存在 の主体 としてのアー トマ ンを 「不死」であ るとし、またそれ を 「呼吸機 能/気

息」で ある とす る。本章 もまた、BAUI5と 同様 に、Y互 海avalkyaの 教 え(BAUIV4)に 見 られ る完

成 した アー トマ ン説 ではな く、呼吸機能 を個人存在の主体 の中核 と見 るよ り古い段 階を示 してい る。た

だ し、祭式を離 れ、人間存在 その ものの中に 「不死」 を見 出す とい う点で、 ブラー フマナ期 よ りも明 ら

か に進んだ思想 内容 を示 してい る。

本稿で は、12の 内容検討 の付論 と して、BAUに 含 まれ る複数 のva血6a(師 資相承 の系譜)に ついて

も論 じた。BAU-MとBAU-Kと の構成 、内容 上の差異 は、 それぞれが有 す るva血6aに も見 られ る。両派

の全てのva血6aを 比較 、検討 する ことか ら、(1)両 派のva雌aの 内容 は、両派が共通 のテキス ト伝承 を持
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ちっっ、ある時点で分派 した歴史的事実 を反 映す ると考 えられ るこ と、(2)BAU第1-II、HI-IV巻 は、
ノ ノ

SBに おいて中心的役割 を果 たすY互 海avalkyaとS⑳ αilyaの二 人の中、ア グニチ ャヤナ祭の権威で ある

後者の流れ を くむ祭官学者達 によって編集 され た と考 え られ るこ と、を指摘 した。

最後 に、BAUI全 体 を概観 し、今後研 究すべ き諸点 を列挙 した。巻末には文献一覧 を付 した。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は 『ブ リハ ッ ド ・アー ラニ ャカ ・ウパニ シャ ッ ド』第1巻 に関す る文献学 的研 究で ある。 「総

論」24頁 、 「テキス ト」29頁 、 「翻訳」30頁 、 「分析 と研究」71頁 、 その他合計172頁 よ りな る。

『ブリハ ッ ド・アー ラニ ャカ ・ウパ ニシ ャッ ド』 はヴェーダ語 で書 かれ た最古の ウパ ニシ ャッ ドの一つ

で、6巻 か ら成 り、複数の成 立層 と編集過程 とを伺 わせ る。第1巻 は第2巻 と共 に 「蜜 の章」 として編

集伝承 されてお り、全体 として最古 の部分 を構成 す る。先行 す る祭式文献群 「ブラー フマナ」 の中で展

開 した祭式の効果 を巡 る論証 ・思弁を基礎 として、 「ウパご シ ャッ ド」 とい う哲学的文献群が、 自己 と宇

宙の構造 に関す る理解 を背景に、死後 の問題 を中心主題 として構築 され てい く、 その初期 の段階 を反映

してい る。時代 として は、紀元前550～500年 頃が想定 され る。 「業」と 「輪廻」 とい う公理 の確立 によっ

て、後 の仏教、 ジャイナ教 、バ ラモン教諸学派の基盤 を確立 した同ウパニ シャッ ド3-4巻(ヤ ー ジュ

ニ ャヴ ァルキャの章)に 比べ ると、一段古 く、個々の思想 は未 だに萌芽 的段階 にあ る。その内容 を理解

す るためには、先行す る 「ブラー フマナ」の祭式 を巡 る議論 の中に先行要素 を一っ一 つ探 しだ し、確認

しなが ら 『ブ リハ ッ ド ・アー ラニ ャカ ・ウパニ シャッ ド』 の議論 と照合 し、相 互に分析 してゆか なけれ

ばな らない。従 って、本研究 は、 「ウパニシ ャッ ド」か らみた 「ブラーフマナ」研究 ともなって いる。本

論文が取 り扱 って いる 「ブラー フマナ」部分 には、 これ まで厳密 な意味での研 究対象 とされ て こなか っ

た部分 が多 いだけに、本論 文に示 された成果 はヴェーダ学全体 に重要 な意義 をもっ。

「テキス ト」は、同書 を伝 える2学 派の原典 を対照 させ なが ら、それ ぞれの諸 刊本 とそれ らか ら知 られ

る写本情報 を総動員 して復元 した もので ある。 これまでの研究 は、基本 的 にシ ャンカ ラ(紀 元後8世 紀

初頭)が 注解 を加 えたカー ヌヴ ァ派 の流布本 に基づ いてなされて きた。 シャンカ ラがア クセ ン ト表記 を

もたない伝承 を目に していた ことは既 に明 らか にされている。 アクセ ン トが解釈 を左右 する ことは しば

しぼあ り、 アクセ ン ト伝承 の確認 はヴェーダ語文献 の研究 に必須 の事項であ る。本論文 は、 ヴェー ダ語

に対 する確か な理解 に基づ き、 アクセ ン ト表 記を も含 めて、 同ウパニシ ャッ ド第1巻 に初 めて信頼 で き

るテキス トを提供 した。

「翻訳」 は、校訂テ キス トに基づ く和訳であ る。注 に盛 り込 まれた 内容 は、語彙、文法(語 の形成 法、

ア クセ ン ト、活用、機能)、 シ ンタクス、祭式用語 の解釈、思想史上の概念 な どの多岐 に亘 り、文意の理

解、翻訳 の確 定 に資す るばか りで な く、独 立の小論文 に値す るものが少な くない。殆 ど全ての脚注 に新

たな成果が込 め られてい るが、具体例 の指摘 は省略す る。言語 に関 しては、『リグヴェー ダ』か ら古典期

までの言語史 を視野 に入れ、必要 に応 じて歴 史文法 の知識 を援用 す るが、 この方法 こそ、 これ までの ウ

パ ニシャ ッ ド研究 に欠 けていた根本的問題 点であ ることを、改 めて浮 き彫 りにす る結果 となってい る。

祭式 に関連す る事項 への注記 も、簡潔 なが ら信頼 すべ きもの となって お り、理解 の正確 さを証 してい る。

研究史へ の言及 にも過不足 ない。

「分析 と研究」 は、 「翻訳」 に示 された理解 を基 に、第1巻 全6章 の それぞれにつ いて文意 を解説 し、
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その意義 を解明 し、先行 するブラー フマナ文献や他 の平行箇 所の精査 に基づ いて成 立過程 を解明 した も

のである。

第1章 と第2章 は、マーデ ィヤンディナ(M)派 で は 『シャタパ タブラーフマ ナ』本体の 「アグニチ ャ

ヤナ(大 規模火壇設置祭)の 秘義」の末尾 に編集 され、 カー ヌヴァ(K)派 で は、『ブ リハ ッ ド・アー ラ

ニ ャカ・ウパニシ ャッ ド』 の冒頭 として編集 されている。 「師資相承次第」 の位置 と内容 の問題が これ に

関連 する。 「師資相承次第」は2、4、6章 の末尾 に付 され ているほかに、M派 では 「ア グニチ ャヤ ナの

秘義」 の末尾 にある ものが、K派 では全 ウパニ シャ ッ ドの末尾 に置かれた ものに相 当す る。 ここには、

白ヤジュル ヴェー ダ学派が ウパニ シャッ ドを作成編集 して ゆ く出発点 となった経緯 を探 る鍵が 隠されて

お り、論文提 出者 は、解明 に向けて確実 な資料 を提出 した。出版 の折 りにはもう一 歩踏 み込 んだ仮説の

提 出が期待 され る。 内容 は、 アグニチ ャヤナ とアシュヴァメーダ(馬 の犠牲 を中心 とす る大規模祭)と

い う2つ の祭式の神秘 的解釈 と両者 の結合 を中心 に構成 されてい る。論文提出者 は先 に発表 した論文 に

おいて、難解 なarka一 の語の解明 に成功 してお り、これを基 に、これ までよ く理解 で きなかった内容 を見

事 に解明 してい る。 その際、ここに見 られ る思想 を構成す る諸要素 を、『リグヴェーダ』以来 の展開の中

に探 り、跡づ けることに成功 してい る。一種 の生前葬で あるア グニチ ャヤ ナ とい う祭式 に よって 「死が

自己 を(天 界 に)作 る」 とい う論題 は、後 に大 きな発展 を見せ なか った とはい え、天界 におけ る再死

(っま り地上への再生、仏教 の 「生」)を 理解 する上で重要で ある。

第3章 には 「気息」とサーマ ン(ソ ーマ祭で歌 われ る讃歌 の旋律)を 巡 る思弁が見 られ、サ ーマヴェー

ダの学派で成立 した思弁 の影響が伺 われ る。論文提出者 はサーマヴェーダ学派に属 す る2ウ パニ シャッ

ドとの平行箇所 を精密 に検討 して、 ここで も、 ウパニシ ャッ ド成立史理解 に確実 な視点 を提供 した。

第4章 は自己の原理 「アー トマ ン」か らの世界、祭式、諸 事物 の創造、宇宙原 理 「ブ ラフマン」 につ

いて の考察、それ らに基づ く人間存在 と世界(来 世)に 関す る知識、 を扱 ってい る。 ここに、 カルマ ン

(業)理 論の原初形が見 出され るこ とを指摘 して いるが、説得 力があ る。

第5章 は関連 の薄 い5っ の主題 か ら成 り立 って いる。祭式 と個人 の諸機能、死後 の問題 な どが短い文

で論 じられてお り、後 に展開す る世 界観 の萌芽形 を見 るこ とがで きる。 中で も、 アー トマ ンにつ いて述

べ られ る文が、後 のヤ ージュニ ャヴ ァルキ ャの説 として確立 す るアー トマ ン論 に繋が るとい う指摘 は重

要で ある。

第6章 については、 この世の諸存在 を名称、形態、行為 の三者か ら把握 し、祭 式を越 えた個人存在の

不死性へ と繋げ る議論 の展開 を確認 してい る。

論文提出者 のテキス トの校 訂、翻訳 とその注記、分析 と研究 は、 これ まで、言語、祭式、思想史の各

分野で成 し遂 げ られた研究史の成果 を踏 まえ、 それ らを総動 員 して達成 された高水準 の もので ある。 こ

こに示 された成果 を見 る とき、同テキス トは、従来 ヴェーダ文献 として は理解 され る ことな く、事実上、

後 に発展 した哲学学派 の解釈 を接 ぎ木 した表面的処理の対象 に留 まっていた と言 えるように思 われ る。

ここに初 めて、 ウパニ シャッ ド研究 に本格 的段階が開かれた と言 っても過言ではない。課題 としては、

ここに提 出 されたテキス トの厳密な理解 を基 に、重要 な諸概念、例 えば、カル マン(業)、 プラーナ(気

息)、 アー トマ ン、ブラフマ ン、名称 と形態、などにっいて、その中身 を改めて まとめ、それ らを思想史

の展開中に位置づ け る作業が必要 とな ろう。研究史 にっいて、論文提 出者 は原典理解 に直接関わ るもの

だけに言及 を限定 して いるが、本論 文を利用 する一般のイ ン ド学者や隣接領域 の研究者 に とって は、 こ

れ まで用 いられてきた翻訳、紹介、研究な どについての言及や、批判的謂 面が提供 されると理解の助 けになる。

上記の検証に鑑 み、本論文 は、提 出者が博士(文 学)の 学位 を授与 され るにふ さわ しい資格 を備 えて

いる ことを十分 に証 しているもの と判断 され る。
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